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● 本 店 〒102-8151 東京都千代田区富士見2-10-26 (03)3265-5551(大代) ● 福 井 支 店 〒910-0858 福井市手寄1-16-14 (0776)24-2401(代)

● 光が丘本社 〒179-8903 東京都練馬区高松5-8 J.CITY (03)5372-4700(代) ● 中 部 支 店 〒460-0008 名古屋市中区栄5-25-25 (052)251-6251(代)

● 北海道支店 〒064-8552 札幌市中央区南11西11-2-1 (011)551-6141(代) ● 関 西 支 店 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-3-15 (06)6446-9511(代)

● 東 北 支 店 〒980-0802 仙台市青葉区二日町4-11 (022)225-8862(代) ● 神 戸 支 店 〒650-0021 神戸市中央区三宮町1-9-1 (078)321-3248(代)

● 関 東 支 店 〒102-8215 東京都千代田区九段北4-3-1 (03)3222-0822(代) ● 四 国 支 店 〒760-0023 高松市寿町1-1-12 (087)851-6341(代)

● 東関東支店 〒260-0013 千葉市中央区中央3-3-1 (043)227-3031(代) ● 中 国 支 店 〒730-0045 広島市中区鶴見町2-19 (082)246-0739(代)

● 北関東支店 〒330-0846 さいたま市大門町3-169-2 (048)649-1602(代) ● 九 州 支 店 〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2-14-1 (092)451-1541(代)

● 横 浜 支 店 〒221-0825 横浜市神奈川区反町2-16-8 (045)313-7000(代) ● 香 港 支 店 Room 1601-1605 New East  Ocean Centre,9 Science Museum

● 北 陸 支 店 〒930-0858 富山市牛島町18-7 (0764)31-7531(代) Road,T.S.T East Kowioon,Hong Kong 852-2369-9267

● 長 野 支 店 〒388-8006 長野市篠ノ井御幣川1095 (026)292-0671(代) ● 技術研究所 〒179-8914 東京都練馬区旭町1-39-16 (03)3977-2241(代)

◆お問い合わせ先
　　本店　建築ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ・設計部　東京都千代田区富士見2-10-26　(03)5276-9400



（熱応力－変形解析）

感知時間
（td）

駆付け時間 通報
時間

放送
時間

初期対応時
間tresponse

避難開始時間
（基準値）

設定の根拠

√(A0)+0.4H

水平移動時間と、
非常用EVによる垂
直移動時間（片道）

30 30 (起床状態)
td+60+√(A0)+0.4H

(就寝状態)
td+60+√(A0)+0.4H+60

総合防火設計
法第3巻P154

非常用電話を
設置して、警備
員が複数いる
場合

√(A0)+4H

水平移動時間と、
階段による垂直移
動時間（片道）

30 30 (起床状態)
td+60+√(A0)+4H

(就寝状態)
td+60+√(A0)+4H+60

〃

非常用電話の
設置が無いか、
警備員が複数
いない場合

2(√(A0)+4H)

水平移動時間と、
階段による垂直移
動時間（往復）

0 30 (起床状態)
td+30+2(√(A0)+4H)

(就寝状態)
td+30+2(√(A0)+4H)+60

〃

180（起床）
300（就寝）

td+180（起床）

td+300（就寝）

総合防火設計
法第3巻P88

120（起床）
210（就寝）

td+120（起床）

td+210（就寝）
〃

60（起床）
120（就寝）

td+60（起床）

td+120（就寝）
〃

在館者によ
る情報伝達

2√(A)+2√(A0) 総合防火設計
法第3巻P154、
P88

煙の流入に
よる伝達時
間

300+2√(A0)
〃

※複合用途の場合、伝達がスムーズにいかない場合を考慮し、1.2倍する

伝達方法

60（感知
器の性能
が悪い場
合は120と
する。RTI-
Cモデルな
どを用い
た計算も
可とす
る。）

火災室での覚知時間2√(A)に、人の騒ぎによる伝達時間2√(A0)を

加えたもの。火災室に、人がいる場合だけ考慮できる。（火災い室に
隣接し、情報伝達が良い室の場合は、全避難者が廊下に出た時点

する

非常用EVあり感知器・警報
の連動なし
（多信号タイ
プ）

非常
用EV
無し

警報がベルの場合

警報が放送・電話の場
合

警報が誘導者の駆け
つけの場合

0（起床状態）
60（就寝状
態）

0

0（起床状態）
60（就寝状

態）

感知器・警報
連動

フラッシュオーバー発生時間を300、煙の伝達時間を2√(A0)として算

定（又は、煙流動シミュレーションによって避難者の居室において煙
層高さが0.9Hroomとなった時点）。
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精算解
ルートＢ式
ルートC簡易予測式

精度向上

（避難開始時間算定） （煙降下時間算定）

●ルートC設計用簡易式の整備

性能設計法により、コスト低減と機能性の向上を実現します

概要

設計ツール

性能設計技術の活用方法

■避難設計活用事例（ルートB）
　・建物用途　　　　　配送流通センター
　・主な検討内容　　排煙設備の削減
　　　　　　　　　　　　 必要階段数の低減
　・主な効果　　　　　コスト低減
　　　　　　　　　　　　 機能性向上（階段配置の自由度向上）

■耐火設計活用事例（ルートC）
　・建物用途　　　　　駐車場、集合住宅
　・主な検討内容　　駐車場棟の無耐火被覆化
　　　　　　　　　　　　 集合住宅EVシャフトの無耐火被覆化
　・主な効果　　　　　コスト低減
　　　　　　　　　　　　 美観の向上
　・その他　　　　　　 H14.1.30国交省大臣認定取得

　 建築基準法の改正により、火災安全性の分野

にも性能設計法が導入されました。

　性能設計法には、建築確認で済むルートB設

計法と大臣認定が必要なルートC設計法の２種

類の設計ルートがあります。

　性能設計法を用いれば、建築物の安全性を

損なうことなく、排煙設備の削減や耐火被覆厚

の低減などによってコストダウンや設計自由度

の向上を実現することができます。

　 性能設計を実施する場合、膨大な量の計

算を行わなければならず、作業効率の向上

は重要な課題です。

　 当社では、性能設計を効率良く実施するた

めの各種設計ツールを作成し、実用化しまし

た。

●ルートB設計用のツール（MS－エクセルアドインソフト）

（避難設計用）

（耐火設計用）

（避難行動シミュレーション） （煙流動シミュレーション）

法令に規定された簡易な設計法

ルートA

ルートB

ルートC

建築確認
ルート

大臣認定
ルート

仕様規定

シミュレーション等による詳細な
設計法

性能設計ルート

性能設計技術の活用事例

火災安全性能設計技術活用実績一覧

１時間耐火
（厚25mm）

耐火被覆厚
25mm

2時間耐火
（厚45mm）

(耐火被覆厚の低減)

(耐火被覆の削減)

■コストダウンと設計の自由度向上
排煙設備の削減、耐火被覆厚さの低減

や削減、歩行距離制限の緩和等により、
建築物のコストダウンや設計の自由度向
上を実現します。

■適用範囲の拡大
特殊な形態の建築物や、特殊な材料、

構法、設備を使用した建築物だけに認めら
れていた性能設計手法が、事務所、商業
施設、工場等の一般的な建築物について
も使用できるようになりました。

■ルートBについて
　 ルートBは、建築主事による建築確認の
取得のみで済む設計法で、ルートA（従来
と同様の仕様規定）と比べて、合理的な設
計が可能です。ただし、適用範囲には限界
があり、たとえば避難設計では、集合住宅
や病院などへの適用は困難です。

(排煙設備などの削減)

(竪穴区画などの削減)

●ルートC設計用の詳細シミュレーションツール

防火区画

・歩行距離緩和

防火区画

防煙区画

排煙設備

歩行距離制限 ・防煙区画緩和

・排煙設備削減

防火区画

・歩行距離緩和

防火区画

防煙区画

排煙設備

歩行距離制限 ・防煙区画緩和

・排煙設備削減
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吹抜

���������防火シャッ
ター削減
(竪穴区画)

階段幅低減
(物販店舗)

駐車場の無耐火被覆化エレベーターシャフト
内鉄骨の無耐火被覆化
内鉄骨 無耐火被覆化

住宅用駐車場
（３階建）

住宅棟
（21階建）

No 工事名称 用途 実施年 主な内容 設計ﾙｰﾄ
1 Ｋ工場新築工事 工場 H13 排煙設備削減、歩行距離制限緩和 ﾙｰﾄB
2 O施設新設工事 公衆浴場など H13 排煙設備削減、歩行距離制限緩和 ﾙｰﾄB
3 Ｙ施設新築工事 流通配送施設 H13 排煙設備削減、歩行距離制限緩和 ﾙｰﾄB
4 Ａ計画　駐車場棟 駐車場 H14 鉄骨架構の無耐火被覆化 ﾙｰﾄC
5 Ｋ工場新築工事 工場 H14 排煙設備削減 ﾙｰﾄB
6 W整備工事 学校 H15 CFT柱の無耐火被覆化 ﾙｰﾄC
7 Ｏ工場プラント更新工事 工場 H15 排煙設備削減、内装制限緩和 ﾙｰﾄB
8 Ｉ店新築工事 物販店舗 H15 排煙設備削減 ﾙｰﾄB
9 Ｍ工場再開発計画 工場 H15 排煙設備削減 ﾙｰﾄB
10 Ｍビル新築工事 事務所 H15 排煙設備削減 ﾙｰﾄB
11 Ｓ工場リニューアル工事 事務所 H15 排煙設備削減 ﾙｰﾄB

■ルートCについて
　 ルートCは、ルートBでは適用が困難な設
計（集合住宅の廊下排煙削減、駐車場の無
耐火被覆化etc）を行う場合や、ルートBより
更なるメリットを得たい場合に採用します。


